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ひ ら お ・ こ う い ち ろ う  ☆  1 9 5 1 年 1 2 月 、 今 治 市 鳥 生 生 ま れ 。今 治 市 立

立 花 小 学 校 、愛 光 学 園 中 学 ・高 等 学 校 を へ て 、埼 玉 大 学 理 工 学 部 物 理 学 科 に

入 学 。そ の 後 、長 男 の 代 わ り に 実 家 を 継 ぐ こ と に な り 、大 阪 の タ オ ル 専 業 問

屋 で の 修 行 を へ て 、 1 9 7 8 年 に 城 南 織 物 (株 )に 入 社 。 1 9 8 5 年 に 専 務 取 締 役

と な り 、 1 9 9 3 年 よ り 代 表 取 締 役 に 就 任 し て 3 代 目 を 継 承 。 2 0 0 9 年 5 月

か ら 2 0 1 2 年 4 月 ま で 四 国 タ オ ル 工 業 組 合 （ 現 ・ 今 治 タ オ ル 工 業 組 合 ） の

理 事 長 を 務 め 、 J A P A N ブ ラ ン ド 育 成 支 援 事 業 で の 成 功 を 受 け て 、 さ ら な る

「 今 治 ブ ラ ン ド 」 の 知 名 度 ア ッ プ に 貢 献 し た 。  

 1 9 1 4 年 創 業 の 城 南 織 物 (株 )の 3

代 目 ・平 尾 浩 一 郎 氏 が 今 回 の「 タ オ

ル び と 」で あ る 。祖 父 の 亀 太 郎 氏 が

1 9 0 6 年 に 阿 部 会 社 で 工 務 係 と し て

入 社 し 、そ の 後 独 立 し て 城 南 織 物 工

場 を 立 ち 上 げ た の が 同 社 の 歴 史 の

始 ま り で あ る 。最 初 は 、綿 ネ ル と 広

幅 綿 織 物 を 製 造 し て い た が 、 197 3

年 に タ オ ル 製 造 に 特 化 し 、売 上 を 伸

ば し て い っ た 。  

 時 代 の 流 れ に 対 応 で き ず 姿 を 消

し て い っ た 老 舗 の 綿 織 物 メ ー カ ー

と は 違 い 、変 化 に よ っ て 時 勢 を 掴 ん

で き た 。平 尾 氏 に は 城 南 織 物 の 歴 史

と 四 国 タ オ ル 工 業 組 合（ 現・今 治 タ

オ ル 工 業 組 合 ）理 事 長 時 代 の 活 動 を

中 心 に 話 を う か が う 。  

平尾浩一郎氏  
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1．  初 代 ・ 亀 太 郎 と 「 城 南 織 物 」  

 

創業時は綿ネル製造からスタート 

 

 最 初 に 、 城 南 織 物 (株 )の 歴 史 に つ い て 表 1 を 参 照 し な が ら み て い

く 。  

  

 

 

 平 尾 浩 一 郎 氏 が 3 代 目 を 務 め る 城 南 織 物 (株 )は 、 平 尾 氏 の 祖 父 に

あ た る 亀 太 郎 氏 が 、正 岡 七 重 氏 と 共 同 出 資 し て 1 9 1 4 年 4 月 に「 城

南 織 物 工 場 」 を 創 業 し 、 綿 ネ ル 製 造 を 始 め た の が 嚆 矢
こ う し

で あ る 。 約 1

カ 年 に わ た る 準 備 期 間 を へ て 、織 物 工 場 は 蒼 社 川 か ら 10 0m ほ ど 離

れ た 水 田 を 埋 め 立 て て 建 設 さ れ た 。 工 場 内 に は 力 織 機 3 0 台 と 部 分

整 経 機 1 台 が 設 置 さ れ 、工 場 の 隣 に は 事 務 所 、倉 庫 、釜 屋 、綛 入 場
か せ い り ば

、

食 堂 、 便 所 が 設 け ら れ た 。 織 工 数 は 5 1 人 に 上 り 、 創 業 当 初 か ら 比

較 的 規 模 の 大 き い 織 物 工 場 だ っ た こ と が 窺 え る （ 神 立 春 樹 、 葛 西 大

和 ［ 1 9 7 7］ 1 2 2〜 1 2 4 頁 ）。  
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 1 カ 年 の 準 備 期 間 に 費 や し た 初 期 投 資（ 固 定 資 本 ）の 金 額 は 、「大

正 5 年 9 月 2 0 日 調 損 益 計 算 書 」 に よ る と 、 1 万 3 , 5 2 5 円 1 0 銭

（ 企 業 物 価 指 数 を も と に 概 算 す る と 当 時 の 1 円 は 現 在 の 1 , 00 0 円

以 上 の 価 値 が あ る ）と な っ て お り 、そ の う ち の お よ そ 6 , 000 円 を 亀

太 郎 氏 が 出 資 し た 。6 , 0 00 円 と い う か な り の 大 金 は 、父 親 か ら 財 産

と し て 分 与 さ れ た 水 田 6 反 歩 を 担 保 に し て 借 り 入 れ た 資 金 も 含 ま れ

て い た よ う で あ る （ 神 立 春 樹 、 葛 西 大 和 ［ 1 9 7 7］ 1 3 7 頁 ）。  

 翌 年 の 1 9 1 5 年 に な る と 、正 岡 氏 が 亀 太 郎 氏 に す べ て の 権 利 を 譲

渡 し た た め 、正 式 に は 1 9 1 6 年 に 亀 太 郎 氏 の 個 人 経 営 と な っ た 。そ

の 後 、 織 機 の 増 設 、 倒 産 し た 織 物 工 場 の 織 機 引 受 な ど に よ っ て 設 備

を 拡 大 し 、 191 8 年 に は 織 機 台 数 が 8 4 台 を 数 え た 。 城 南 織 物 工 場

で は 、 こ の 頃 よ り 綿 ネ ル か ら 広 幅 綿 織 物 へ の 製 造 に 移 行 し 、 国 内 か

ら 海 外 へ と 新 た に 販 路 を 開 拓 し た 。 そ し て 、 192 7 年 に は 別 の 織 物

工 場 を 買 収 し 、織 機 2 0 台 、経 巻 機 1 台 、緯 巻 機 1 台 、電 動 機 1 台

が さ ら に 加 わ り 、 戦 前 に お い て 大 規 模 工

場 に 成 長 し た （ 神 立 春 樹 、 葛 西 大 和

［ 1 9 7 7］ 1 2 7 頁 ）。  

 海 外 輸 出 で は 、 輸 出 用 の ロ ゴ マ ー ク と

し て 「 ゾ ウ 」 印 が 考 案 さ れ 、 と く に 中 国

や 中 近 東 方 面 に 広 幅 綿 織 物 を 輸 出 し た 。

当 時 、 イ ン ド 産 綿 花 ・ 綿 糸 を 使 っ て 織 物

を 製 造 し て い た こ と か ら 、 亀 太 郎 氏 は イ

ン ド で 人 気 の あ る 「 象 」 を モ チ ー フ に 選

び 、 石 崎 陽 三 氏 に 頼 ん で ロ ゴ マ ー ク を 作

成 し て も ら っ た 。 石 崎 氏 は 以 前 「 タ オ ル

び と 」 で も 少 し 触 れ た が 、 コ ン テ ッ ク ス

(株 )会 長 の 近 藤 寛 司 氏 の 母 親・多 美 枝 氏 の 実 弟 に あ た る（「 タ オ ル び

と 」 2 0 1 6 年 9 月 号 を 参 照 ）。  

 

 

 

輸 出 用 ロ ゴ マ ー ク の 「 ゾ ウ 」 印  
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初代 ・亀太郎 、「阿部合名会社に工務係 として入社す」 

 

 時 代 を 遡 り 、 初 代 ・ 亀 太 郎 氏 は ど の よ う な 人 物 だ っ た の か に つ い

て 、 同 氏 の 回 顧 録 か ら そ の 足 跡 を 辿 っ て み よ う 。  

 表 2 は 亀 太 郎 氏 の 略 歴 で あ る 。亀 太 郎 氏 は 、 18 80 年 に 父 ・ 平 尾

幾 治 の 3 男 と し て 誕 生 し た 。平 尾 家 は 、 3 町 歩 ほ ど の 田 畑 を 所 有 す

る 地 主 で あ っ た 。 8 歳 で 富 田 尋 常 小 学 校 に 入 学 し 、 そ の 後 河 南 高 等

小 学 校 に 入 っ た 。 河 南 高 等 小 学 校 は 、 189 0 年 に 富 田 村 、 清 水 村 、

立 花 村 、 桜 井 村 、 下 朝 倉 村 が 共 同 で 創 設 し た 高 等 小 学 校 で 、 矢 内 原

忠 雄   も 同 校 の 出 身 で あ る 。  

 亀 太 郎 氏 は 、河 南 高 等 小 学 校 を 卒 業 後 、約 5 年 間 、農 業 の 手 伝 い

を し な が ら 勉 学 に 励 ん だ 。 近 く の 私 塾 や 神 社 の 神 主 な ど か ら 漢 学 や

珠 算（ 珠 算 ）、算 術 、読 書 、日 本 外 交 史 な ど の 手 ほ ど き を 受 け 、熱 心

に 学 ん だ 。  

 

    

 1 9 歳 の と き に 桜 井 の 永 井 藤 吉 漆 器 商 に 入 り 、 山 口 県 大 島 郡 で 数

LOOKS
ノート注釈
経済学者、無教会派キリスト教伝道者。1893年越智郡富田村（現・今治市）生まれ。新渡戸稲造や内村鑑三の謦咳に触れ、1971年に東京帝国大学法科大学を卒業後、いったん住友別子鉱業所に入社するが、1920年に新渡戸稲造の後任として東京帝国大学経済学部助教授に就任。植民地政策に関する研究で業績を残し、1951年に東京大学総長となる。1961年没。
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ヶ 月 行 商 し て 回 っ た が 、性 に 合 わ な い こ と を 悟 り 退 職 し た 。そ し て 、

越 智 郡 役 所 で 1 年 間 臨 時 雇 い と し て 出 仕 し た の ち 、愛 媛 県 土 木 課 に

雇 員 と し て 勤 務 し た 。 役 所 務 め を 終 え た 190 6 年 、 2 6 歳 の 亀 太 郎

氏 は 高 須 直 市
た か す な お い ち

  の 斡 旋 に よ り 月 給 1 0 円 の 雇 用 契 約 に て 阿 部 合 名

会 社 （ の ち の 阿 部 株 式 会 社 、 以 下 阿 部 会 社 ） に 工 務 係 と し て 入 社 し

た 。 入 社 後 は 講 習 会 な ど に 積 極 的 に 参 加 し 、 職 人 と し て の 技 術 を 磨

い た 。 そ の 後 、 高 須 の 退 社 に 伴 い 高 須 の 後 任 と し て 工 務 主 任 に 昇 格

し 、 阿 部 会 社 の た め に 懸 命 に 働 い た 。 そ の 甲 斐 あ っ て 、 191 3 年 に

は 会 社 か ら 感 謝 状 が 贈 ら れ て い る 。  

 

 

    

講 習 会 で の 修 了 証 （ 左 ） と 阿 部 会 社 か ら 亀 太 郎 氏 に 贈 ら れ た 感 謝 状 （ 右 ）  

 

 し か し 、 191 3 年 に 元 阿 部 会 社 支 配 人 の 正 岡 七 重 氏 の 懇 請 を 受 け

て 正 岡 氏 と 合 同 で 新 し い 織 物 工 場 設 立 を 計 画 す る 運 び と な り 、 阿 部

会 社 退 社 後 の 191 4 年 に 綿 ネ ル 業 で 成 功 し て い た 実 業 家 の 岡 田 恒 太  

の 世 話 で 城 南 織 物 工 場 を 設 立 し た 。1 916 年 に は 岡 田 の 支 援 も あ り 、

単 独 で 経 営 を 継 承 し 、 綿 ネ ル お よ び 広 幅 綿 織 物 を 主 力 に 業 績 を 伸 ば

し て い っ た 。  

第 二 次 世 界 大 戦 中 は 工 場 と す べ て の 織 機 を 国 の た め に 拠 出 し 、 織

物 業 を い っ た ん 廃 業 し た 。 織 機 は 武 器 の 材 料 に 使 わ れ 、 工 場 は 艦 上

爆 撃 機 「 彗 星 」 の 翼 部 分 の 製 造 所 と な っ た 。 し か し 、 こ の 対 応 を 巡

っ て は 、 亀 太 郎 氏 と 家 業 を 手 伝 っ て い た 長 男 の 正 秋 氏 の 間 で 一 悶 着

LOOKS
ノート注釈
1879年越智郡橘村（現・今治市）生まれの実業家。高須家は今治藩の藩士。阿部合名会社に９年間務めたのち、1906年に資本金10万円で今治織物合名会社を創立。1910年に合同で精米業に進出したが放漫経営により負債を抱え、今治綿織物会社を辞めて精米業の建てなおしを図ったが破産。単身大阪に出て藤本合資会社に入社し、その後支配人となる。この時期から朝鮮米に着目し1920年に福島合名会社を創設し、米界の猛者となった。1932年没。（愛媛県生涯学習センター「データベース『えひめの記憶』」より）

LOOKS
ノート注釈
今治の企業家。1892年岡田職工場を設立し、綿ネル製造を開始。綿ネルを初めて中国へ輸出し、今治綿ネルの海外輸出の最初の人物として資料に名を残す。また、鐘淵紡績会社の武藤山治に影響を受けて、1918年に共同で今治紡績合名会社を設立し、取締役に就任。
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あ っ た よ う で あ る 。 正 秋 氏 は 「 戦 争 は 一 時 的 な も の で 平 和 な 時 代 が

訪 れ た と き 、 平 和 産 業 で あ る 織 物 業 は ふ た た び 必 要 と さ れ る か ら 残

し て お く べ き だ 」 と い う 意 見 だ っ た が 、 亀 太 郎 氏 は 「 自 ら 稼 い だ も

の だ か ら す べ て 国 の た め に 出 せ ば 良 い 」 と い う 意 見 だ っ た 。 結 局 、

亀 太 郎 氏 の 主 張 ど お り に な っ た が 、 城 南 織 物 工 場 は 廃 業 と い う 大 き

な 痛 手 を 被 っ た 。（ 次 号 に つ づ く ）  

 

   

戦 前 は 紙 が 貴 重 だ っ た た め 、綿 花 価 格 の 変 動 が 記 さ れ た ポ ス タ ー の よ う な 大 判 の 紙（ 左 ）の 裏 面（ 右 ）

に 城 南 織 物 の 取 引 明 細 が 記 録 さ れ て い る 。 こ の よ う な 工 夫 も 亀 太 郎 氏 が お こ な っ た 。  

 

 

                       

 

 


